
【
短
歌
選
評
】 

山
崎
さ
ん
、青
く
可
憐

な
露
草
は
亡
き
娘
の
象
徴
。そ
の
露
草

に
励
ま
さ
れ
て
作
者
は
生
き
る
。二
区
切

れ
が
哀
し
み
を
研
ぎ
す
ま
す
、抒
情
の
深

い
挽
歌
。森
さ
ん
の
歌
も
挽
歌
だ
が
、夫
へ

の
思
い
ゆ
え
に
甘
や
か
。夫
の
指
跡
を
な

ぞ
って
在
り
し
日
を
呼
び
返
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
良
い
。坂
本
さ
ん
、さ
く
ら
ん
ぼ
う

の
呼
び
さ
ま
す
甘
く
、すっぱ
い
郷
愁
。下

句
が
共
感
を
も
た
れ
や
す
く
、魅
力
が

あ
る
。大
河
内
さ
ん
の
白
桃
の
歌
は
巧
み

さ
が
際
立
って
い
る
。一個
の
白
桃
の
存
在

感
を
と
ら
え
た一首
。飯
尾
さ
ん
、ふ
い
に

逝
って
し
ま
っ
た
友
への
限
り
な
い
悔
い
。

深
い
思
い
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

【
俳
句
選
評
】 

新
井
さ
ん
の
句
、夕
立
の

中
を
走
り
な
が
ら
、ふ
と
歌
川
広
重
の
名

画
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う
。広
重
の
絵

で
は
、大
夕
立
の
中
、大
橋
の
上
を
六
人
の

男
女
が
傘
を
さ
し
た
り
何
か
を
被
っ
た

り
し
な
が
ら
走
って
い
る
。あ
の
名
画
と

自
分
と
を
重
ね
た
発
想
が
す
ば
ら
し
い
。

大
熊
さ
ん
の
句
は
、送
り
火
の
煙
が
流
れ

る
方
角
を
亡
き
母
が
帰
る
路
と
思
う
真

情
に
打
た
れ
る
。平
川
さ
ん
の
句
は
、た

く
ま
し
い
山
男
の
優
し
い
心
に
触
れ
た
貴

重
な
作
品
。小
田
中
さ
ん
の
句
は
、作
者

の
詩
心
を
水
馬
に
通
わ
せ
た
。山
口
さ
ん

は
、緑
蔭
に
来
て
ほっと
し
た
自
分
の
心
を

一茶
句
碑
に
通
わ
せ
た
の
が
す
ば
ら
し
い
。

林
　
　
　
翔 

選

広
重
の
夕
立
の
中
を
我
走
る

行
徳
駅
前　

新
井　

雪
子

送
り
火
の
煙
は
母
の
路
な
ら
む

菅　

野　

大
熊　

正
子

串
に
刺
す
岩
魚
憐
れ
む
山
男

相
之
川　

平
川　

喜
代

水
馬
の
し
ば
し
休
み
て
雲
を
抱
く

奉
免
町　

小
田
中
準
一
　

緑
蔭
に
憩
ひ
を
る
が
に一
茶
句
碑

南
八
幡　

山
口
つ
る
子

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

●
は
が
き
１
枚
に
未
発
表
の
も
の
２
作
品

（
ふ
り
が
な
）ま
で

●
応
募
部
門・住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
記

●
あ
て
先
／
広
報
担
当

【
締
め
切
り
】 

毎
月
５
日

【
掲
載
】 

翌
月
の
２
週
号
掲
載

岡
本
　
公
夫 

選

肥
満
に
は
絶
対
な
ら
ぬ
わ
が
財
布

国　

分　

大
岩
と
お
る

下
町
の
路
地
裏
恋
し
ビ
ル
住
ま
い

原　

木　

森
田
八
重
子

ど
う
ど
う
と
尺
貫
法
で
見
る
花
火

大　

洲　

矢
高　

芳
江

掃
き
溜
め
に一
輪
の
バ
ラ
ひ
っ
そ
り
と

妙　

典　

加
藤
有
美
子

こ
の
辺
で
質
素
に
暮
ら
せ
天
の
声

須
和
田　

内
山　

恭
子

日
高
　
堯
子 

選

露
草
は
娘
の
墓
標
な
り
ひ
た
む
き
に

生
き
て
い
る
か
と
濁
り
な
き
青

市　

川　

山
崎　

蓉
子

指
跡
の
残
れ
る
夫
の
桐
下
駄
を

は
け
ば
軽
や
か
過
ぎ
し
日
の
音

宮
久
保　

森　
　

敏
枝

さ
く
ら
ん
ぼ
う
ほ
う
ば
る
夏
の
夕
暮
れ
は

酸
味
の
中
に
古
里
が
あ
る

原　

木　

坂
本　

隆
子

白
桃
の
果
肉
が
つ
つ
み
ゐ
る
光

そ
の
あ
や
ふ
さ
を
掌
に
受
く

宮
久
保　

大
河
内
卓
之

蟠
り
解
け
ざ
る
ま
ま
に
友
逝
き
ぬ

溶
か
し
得
ぬ
悔
い
吾
に
残
し
て

八　

幡　

飯
尾　

和
男
【
川
柳
選
評
】 

大
岩
さ
ん
毎
回
沢
山
の

応
募
句
あ
り
が
と
う
。こ
の
句
全
く
同

感
！
私
も
む
ね
を
張
って
言
い
切
り
ま

す
。絶
対
！
と
。森
田
さ
ん
は
下
町
の
路

地
に
あった
人
情
の
温
か
さ
が
忘
れ
ら
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
。ビ
ル
で
は
隣
は
な
に
を

す
る
人
ぞ
で
す
も
の
ね
。「
おっ
上
がっ
た

尺
玉
だ
」「
あ
ら
尺
五
寸
は
有
る
わ
よ
」

隣
で
思
わ
ず
笑
っ
た
矢
高
さ
ん
。塵
芥
の

中
か
ら
凛
と
し
て一輪
の
バ
ラ
、加
藤
さ
ん

が
見
と
れ
て
い
ま
す
。可
憐
で
美
し
い
句

が
生
ま
れ
ま
し
た
。エコ
、原
油
高
、物
価

高
、食
糧
難
、と
て
も
今
ま
で
の
よ
う
な

暮
ら
し
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。内
山
さ
ん

の
言
う
と
お
り
質
素
に
暮
ら
せ
と
い
う

天
の
声
な
の
か
も
。

教養・書道・絵画 ̶̶̶̶̶
●俳句　毎月第4火曜日午後1時～4時30分/
万葉植物園/会費1回1,500円/握手俳句会/
☎392-5177（夜間）伊藤
●川柳　毎月第3土曜日午後1時30分～4時
30分/中央公民館/月会費2,000円、はがき代
年1,000円/川柳を楽しむ会/☎378-3927（夜
間）藤澤
●源氏物語の講義　毎月第1・3火曜日午前9
時50分～11時50分/市民会館/入会金1,000
円、会費6カ月7,800円/続・市川「源氏」の会/
☎370-0698榎本
●子ども書き方・書道　毎月第1～3金曜日午
後2時30分～6時/市川駅南公民館/入会金
1,000円、月会費2,500円（書き方のみは2,000
円）/実用書道クラブ/☎371-3651石井
●水彩画と野外写生　月4回金曜日午前9時

～正午/東部公民館/入会金2,000円、会費2カ
月3,000円/東彩会/☎325-3249中村
●油彩・水彩・パステル画　毎週金曜日午後1
時～4時30分/西部公民館/入会金1,000円、
月会費4,000円/四季/☎322-5659星

スポーツ・健康 ̶̶̶̶̶
●合気道　毎週金曜日午後5時30分～7時
（少年）・午後7時10分～9時（一般）/塩浜市民
体育館/年会費4,000円、月会費4,000円/市
川合気会/☎397-2180加藤
●健康体操　毎週水曜日午前10時～正午/行
徳公民館/入会金2,000円、月会費3,000円/パ
ドル体操/☎397-8729中山
●親子体操（3歳～小学校1年生の子と親）　
毎週水曜日午後3時15分～5時/スポーツセン
ター/月会費1人1,500円、保険料年2,000円程
度/ブリスク/☎371-6272（午前）仲間

舞踊・ダンス ̶̶̶̶̶̶
●新日舞　月2回木曜日午後7時～8時/曽
谷公民館/月会費2,000円/おけさ会/☎375-
2242野本
●社交ダンス（初級）　毎週火曜日午前10時
～11時/南行徳市民談話室/入会金1,000円、
月会費3,000円/カトレア/☎357-8268西塚
●社交ダンス（初・中級）　月3回土曜日午後6
時～9時/南行徳市民談話室/入会金1,000
円、月会費2,000円～3,000円/レッツ社交ダン
ス/☎090-4121-8918越川

●社交ダンス　毎週日曜日午後3時～5時/
勤労福祉センター/入会金1,000円、会費1回
1,000円/ファンタスティック/☎376-0611松澤

手工芸・その他 ̶ ̶̶̶̶
●布を使った絵本作り　毎月第3金曜日午後
1時30分～3時30分/本行徳公民館/材料費年
1,000円/布えほんきらきら/☎396-9748麻生
●トールペイント　月2回木曜日午前10時～
午後0時30分/市川駅南公民館/会費1回
1,500円/エンジョイトール/☎322-1078江田
●日本刀の鑑賞　月1回日曜日午後1時～4時
30分/文化会館/入会金1,000円、年会費5,000
円/日本美術刀剣保存協会/☎090-8566-5121
松崎
●朗読　毎月第2・4火曜日午後1時30分～3時
30分/中央公民館/入会金500円、月会費3,500
円/安希の会いちかわ/☎336-1710長谷部

●終戦記念日に平和の鐘を鳴らそう　8月15
日（金）正午～午後1時30分/JR市川駅、弘法
寺、法華経寺、徳願寺/市川市ユネスコ協会/☎
090-4395-1828豊田
●夏休み!虫と遊ぼう（親子30人）　8月21日
（木）午前9時30分（北総線大町駅改札口集合）
～正午/大町教育の森/300円/白い帽子、長
袖・長ズボンで/大町教育の森の会/☎338-

3148大河内
●国府台陸軍跡地を訪ねる　8月24日（日）午
後0時30分（弘法寺山門集合）～5時/300円/
市川緑の市民フォーラム/☎373-1971秋元
●とうろう流し　8月30日（土）午後5時30分
～8時（雨天時翌日）/北方橋付近/材料代300
円（当日は400円）/8月23日（土）までに申し込み
（材料の引き渡しは要確認）/真間川水系境川と
うろう流し実行委員会/☎334-7146鈴木
●バザーin市川　8月31日（日）午前10時～
午後2時30分/勤労福祉センター分館/医療相
談あり/日本てんかん協会千葉県支部/☎373-
1369永島
●ウイークデイ・レディースダブルス大会
（36組）　9月16日（火）午前9時～午後5時/ス
ポーツセンター/1組2,000円/8月30日（土）まで
に申し込み/市川市テニス協会事務局/☎371-
2458飯塚
●そるとフェスタ2008　9月27日（土）午前
11時～午後2時/新浜小学校/バザー提供品
募集中/いちばん星、ぽれぽれ、ウェーブ/☎395-
7848柴井
●市川リバーサイド健康マラソン（3・5・10km、
1km親子）　10月19日（日）/9月12日（金）まで
に申し込み/市川東ライオンズクラブ/☎376-
3537同事務局
●障害者とボランティアでディズニーランドへ
10月26日（日）/ボランティア2,500円、障害者
無料/説明会実施/要問い合わせ/愛のつどい
実行委員会/☎080-1177-1643タイドウ

たのしもう 
イベント催

「マイタウンいちかわ」
8月9日（土）～15日（金）

〈広報担当〉「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

放送時間
10：00 12：30 
18：30 21：30

特集「文化にふれる夏」～文化施設・夏の展示～
テレビ市川（CATV）
 アナログ 9ch
 デジタル11ch 10：00 18：45

「エコーいちかわ」

 このコーナーは2週号・
 4週号に掲載しています。

市民の広場

2008年（平成20年）8月9日   No.1294

◆市川市ＷＨＯ健康都市和洋会は、健康都市
推進員が「健康都市いちかわ」の実現を目指し
年間プログラムに基づき、市民と行政との架け
橋として笑顔溢れる推進活動を実践。5月健康
都市記念講演会実施。327名参加でした。
◆クリーングリーン／文化都市・市川の名に恥
じないように、美しく、緑豊かで清潔な街づくりに
貢献します。国道、県道、市道などの花壇に四季
折々の花を植え、清掃活動を展開しています。連
絡先／大倉☎335-3560
◆ホールファミリーケア協会・鈴木絹英先生によ
る傾聴ボランティア養成講座開催！11月7・14・
21日（金曜午後）ＪＲ本八幡駅近く。資料代未

定。傾聴ボランティアサークル「うさぎの耳」問
い合わせ☎090-9993-1876市澤
◆げんき会納涼まつり。駒克会の唄や踊り、パン
食い競争。市川市保健センター4Ｆ。8月26日火
13時30分より。申込必要／☎357-0523／
「げんき会」市川失語症友の会、田中武志／障
害者の団体です。
◆高齢者の出会いの家として我が家を開放。健
康マージャンやパソコンなどの講座を開いていま
す。更にこの輪を広げて老後を楽しく健康に過ご
したいと願っています。シルバーセンター“鬼っ
子”山口☎377-0415

市民活動団体
1％支援制度の支援対象団体の活動を紹介す
るコーナーです。原則、各団体からいただいた
原稿を、そのまま掲載しています。1％支援 制 度

○「市民の広場掲載依頼書」（広報担当また
は公共施設に設置）を、利用施設で確認を
とってから広報担当に提出してください。
○政治・宗教・営利活動として行うものは掲載
できません。その他「市民の広場掲載のきま
り」に準じて掲載します。
○仲間募集は先着順で掲載します。催しなど
日時の定まっている原稿の締め切りは、原

「市民の広場」掲載の注意事項
則、広報発行日の22日前の金曜日まで（必
着）です。

○同一団体の掲載回数は、「仲間募集」と「講
習会・講演会」「イベント」を合わせて年3回
（4月～翌年3月）までです。
★文化振興財団の施設や市民談話室を利用
する「講習会・講演会」「イベント」は、3週号
8面に掲載します。

ＷＨＯ・健康都市連合国際大会開催記念特別企画

ご存知ですか？
土地所有者の責任

5
全20回

　がけ地の保全や崩壊対策は、所有者の責任で自ら行うことが原
則です。　　　　　　　　　　　　開発指導課（☎334-1416）

　がけ地の保全工事には高度な技術が必要で、多額の費用が掛
かります。市では、自然がけ地の整備に補助金を交付する制度を
設けていますので、対策でお悩みの方は気軽にご相談ください。

い
は

な

あ
め
ん
ぼ

こ

は
く
た
う

わ
だ
か
ま

市役所

中華料理店

国道14号←市川 船橋→

寺

第1駐車場 第3駐車場

第2駐車場

平成２１年１月まで
耐震補強工事のため

市役所本庁舎前駐車場を縮小

市役所へは
公共交通機関で！

　市役所本庁舎前駐車場（第1駐車場）は、第3庁舎耐震補
強工事に伴い駐車台数が大幅に縮小されています。市役所
にお越しの際は、公
共交通機関のご利用
をお願いします。ま
た、車の場合は、な
るべく第2・第3駐車
場をご利用ください。
　　　　 （管財課）

市役所

中華料理店

国道14号←市川 船橋→

寺

第1駐車場 第3駐車場

第2駐車場

平成２１年１月まで 
耐震補強工事のため

市役所本庁舎前
駐車場を縮小

市役所へは
公共交通機関で！

　市役所本庁舎前駐車場（第1駐車場）は、第3庁舎耐震補
強工事に伴い駐車台数が大幅に縮小されています。市役所
にお越しの際は、公
共交通機関のご利用
をお願いします。ま
た、車の場合は、な
るべく第2・第3駐車
場をご利用ください。
　　　　 （管財課）

　市役所本庁舎前駐車場（第1駐車場）は、第3庁舎
耐震補強工事に伴い駐車台数が大幅に縮小され
ています。市役所にお越しの際は、公共交通機関の
ご利用をお願いします。また、車の場合は、なるべく
第2・第3駐車場をご利用ください。　　（管財課）

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
短
歌
選
者
は
、

安
田
恭
子
先
生
で
す
。

安
田
恭
子
先
生
の
略
歴
　
歌
人
佐
藤
佐
太

郎
、佐
藤
志
満
に
師
事
し
、同
人「
歩
道
」で
活

躍
。そ
の
か
た
わ
ら
、教
職
に
従
事
し
、小
学
校

長
を
歴
任
し
て
退
職
。日
本
歌
人
協
会
会
員
。

歌
集
に「
生
家
」「
薔
薇（
ば
ら
）咲
く
庭
」。著

書
に「
短
歌
を
詠
も
う
」他
。

やってみよう 
仲間募集～趣味・交流仲


